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ミ
ク
l

ミ
ス

る
七
q
島
中
の
一
つ
。
享
保
の
醤
上
に
、
『
み
く
り
や
一
た
。

島
、
高
さ
三
十
閥
程
、
長
さ
九
十
間
程
、
幅
七
十
閲
一
ミ
サ
キ
ノ
ミ
シ
マ
三
崎
の
御
島
珠
洲
郡
盟
律

程
。
よ
も
ぎ
・
か
や
生
市
候
。
赤
島
よ
り
海
上
入
町
一
港
を
距
る
九

O
O米
許
の
副
作
合
に
あ
る
姫
島
・
前
島
・

襲

。

』

と

あ

る

。

一

鬼

島

を

、

里

人

は

三

崎

の

御

島

と

唱

へ

る

。

綾

能

登

ミ
ク
リ
ヤ
ノ
イ
ケ
御
厨
J

池

J
ミ
ド
リ
ガ
イ
一
路
記
に
、
『
此
神
一
里
に
姫
島
・
前
島
・
鬼
島
と
て
島
あ

ケ

翠

ヶ

泊

。

一

・

り

。

櫨

現

臆

箪

と

戟

ひ

給

ふ

と

て

、

俄

に

赤

く

な

り

、

‘
ミ
ヨ
シ

εヅ
静
子
清
水
能
美
郡
輔
擬
郷
に
随
一
人
の
顔
色
丹
を
塗
り
し
知
く
に
映
え
て
、
海
水
も
血

す
る
部
務
。
郷
村
名
義
抄
に
、
此
の
村
に
清
水
が
あ
一
色
に
な
り
、
大
風
雨
の
中
、
幾
千
箆
も
馬
上
に
何
や

っ
て
傍
に
耐
子
が
鹿
住
し
て
居
た
か
ら
村
名
と
な
っ
一
ら
莱
り
、
神
ヘ
行
く
形
見
え
て
、
一
時
許
り
に
し
て

た
と
あ
る
。
抵
陀
寺
蹴
貞
和
三
年
五
周
二
日
河
内
庄
一
晴
る
L
と
い
へ
ど
も
、
五
七
日
磁
遜
は
紅
の
抱
消
え

藤
原
璽
宗
の
答
滋
賦
に
御
子
消
水
と
あ
り
、
同
寺
政
一
ず
、
或
は
跡
の
矢
と
て
、
芦
の
折
れ
た
る
知
き
も
の

永
事
十
年
正
用
十
一
日
河
内
庄
上
野
介
諸
宗
の
寄
泌
一
多
く
打
帯
す
る
な
り
。
わ
け
で
七
入
居
頃
は
度
々
な

吠
に
み
こ
の
消
水
と
あ
る
か
ら
、
そ
の
名
は
古
い
。
一
り
。
是
を
跡
箪
と
い
ふ
。
叉
滋
に
矢
線
石
と
て
寄
る

.
こ
の
消
水
は
村
民
等
が
相
澗
祇
を
製
す
る
に
使
用
す
一
な
り
。
希
代
の
事
な
り
。
』
と
あ
る
。

る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
紙
消
水
と
も
呼
ぶ
。
一
ミ
サ
キ
ハ
ツ
ケ
イ
三
崎
八
景
珠
洲
郡
三
崎
附

ミ
ヨ
シ
ヤ
マ
見
越
山
石
川
郡
と
越
中
東
磁
波
一
近
の
景
勝
を
選
定
し
た
も
の
で
、
宿
附
夜
雨
・
盟
諸
蹄

郡
と
の
境
、
奈
良
岳
と
赤
限
木
古
山
と
の
中
闘
に
在
一
帆
-w清
涼
附
嵐
・
長
前
明
用
・
弁
間
務
脈
・
寺
家
晩
節
・

る
。
商
さ
一
六

O
O米
。
地
質
石
英
組
商
岩
。
一
森
腰
タ
照
・
上
野
謀
容
で
あ
る
。

ミ
コ
ダ
ゴ
へ
Z

紳
子
目
玉
兵
衛
慶
長
十
九
年
一
ミ
サ
キ

9
ヨ
ウ
シ
ヤ
Z

ン
ギ
三
崎
商
社
縁
起

前
回
利
常
に
仕
へ
て
五
百
石
を
受
け
、
元
和
元
年
の
一
一
加
。
珠
洲
郡
寺
家
須
々
跡
祉
な
る
高
倉
・
金
分
雨

大
坂
蒋
役
に
広
島
七
日
民
間
丸
で
討
死
し
た
。
そ
の
一
枇
の
縁
起
で
あ
る
。
亭
保
頃
に
普
い
た
も
の
で
あ
る

嫡
系
は
九
代
才
三
郎
直
秀
三
百
五
十
石
を
受
け
た
一
が
、
跡
隠
・
跡
廓
・
末
位
等
の
こ
と
が
稔
し
く
述
べ
ら

が
、
天
保
十
一
一
年
六
局
十
七
日
知
行
を
召
政
さ
れ
た
。
一
れ
て
ゐ
る
。

ミ
ヨ
ハ
ラ
紳
子
原

mm咋
部
品
知
院
に
鴎
す
る
一
ミ
サ
ゴ
見
砂
れ
シ
ャ
羽
咋
郡
白
知
院
に
臨
す

部

務

。

一

る

部

務

。

ミ
サ
カ
三
坂
能
美
郡
輔
綴
郷
に
闘
す
る
部
落
。
一
ミ
サ
ラ
ド
ウ
水
曝
盤
石
川
郡
玉
鉾
に
在
っ
て
、

εサ
キ
=
一
崎
珠
洲
郡
の
突
端
に
金
剛
附
・
宿
一
務
政
時
代
に
は
金
揮
玉
泉
寺
の
持
分
で
あ
っ
た
が
、

崎
・
迦
崎
あ
る
を
併
せ
て
い
ふ
。
叉
枇
俗
に
そ
の
附
一
今
は
尼
庵
と
な
っ
て
ゐ
る
。
貸
永
誌
に
、
先
年
此
の

廷
な
る
寺
家
の
部
務
.
を
き
し
て
三
崎
と
い
ふ
こ
と
も
一
村
の
用
水
を
飼
っ
て
木
備
五
体
を
得
、
小
蛍
を
建
で

あ

る

。

一

て

安

置

し

た

。

之

を

俗

に

水

曝

仰

と

も

メ

ザ

ラ

撃

と

ミ
サ
キ
ゴ
ウ
=
一
崎
郷
珠
洲
郡
に
臨
し
、
務
政
一
も
い
ふ
と
記
す
る
。
元
旅
十
三
年
七
用
十
入
日
堂
宇

時
代
で
は
、
高
波
・
引
砂
・
宇
治
・
森
腰
・
粟
律
・
大
屋
・
一
火
災
に
催
。
、
そ
の
一
鉢
を
失
う
た
。

小
谷
・
狼
煙
・
狼
煙
新
・
寺
家
の
十
よ
利
を
含
ん
で
居
一
ミ
シ
マ
チ
ユ
ウ
ザ
エ
号
ン
三
島
忠
左
衛
門

前

εシ
ン
朱
進
務
政
の
時
、
田
租
の
上
納
を
完

了
せ
ぬ
こ
と
を
い
う
た
。

ミ
シ
ン
ダ
カ
朱
準
高
寺
施
中
に
は
前
回
利
家

の
頃
扶
持
高
と
し
て
賜
は
っ
た
田
地
を
、
明
暦
一
一
年

村
御
印
制
定
の
際
一
般
の
村
高
に
編
入
せ
ら
れ
た
も

の
が
あ
る
が
、
食
寺
だ
か
ら
納
租
す
る
能
は
ぬ
と
の

八
一
四

国
利
長
に
仕
へ
て
ご
百
石
を
領
し
た
。
子
孫
務
に
世

襲
す
る
。

ミ
シ
マ
ヒ
ヨ
Z

モ
ン
=
一
島
彦
右
衛
門
究
彦
右

衛
門
の
越
知
二
百
石
を
受
け
、
後
百
五
十
石
を
加
へ
、

寛
文
三
年
能
州
都
奉
行
と
な
り
、
延
費
五
年
定
番
御

番
頭
に
滋
み
、
同
年
夜
し
た
o

sシ
マ
ヨ
日
ツ
グ
豆
島
順
次
週
群
小
三
郎
・
安

左
衛
門
。
正
徳
元
年
強
矢
安
左
衛
門
の
越
知
三
百
五

十
石
を
製
ぎ
、
事
保
十
年
五
十
石
を
加
ヘ
、
覚
延
ご

年
五
十
三
歳
を
以
て
夜
し
た
。

εシ
ョ
ウ
サ
ン
ポ
ウ
朱
欝
算
法
十
八
加
。
湖

川
有
父
が
そ
の
門
下
と
共
に
邸
側
し
た
も
の
で
、
第
一

容
は
文
政
七
年
に
成
り
、
以
下
照
次
天
保
十
一
年
の

第
十
六
容
に
歪
り
、
第
十
七
容
は
年
用
不
詳
で
、
第

十
入
容
の
み
は
そ
の
三
子
三
好
質
直
の
編
寵
に
係
る

も
の
で
あ
る
。
今
の
平
面
幾
何
・
立
髄
幾
何
及
び
微

積
分
一
部
の
問
題
を
攻
め
て
あ
り
、
此
の
鐸
訟
は
盆

後
人
の
護
明
ず
る
既
あ
る
べ
き
を
換
期
し
て
宋
静
算

法
と
名
づ
け
た
と
い
ふ
。

ミ
ジ
ロ
水
由
鹿
島
郡
久
江
保
に
臨
す
る
部
務
。

能
登
名
跡
志
に
、
『
水
白
村
に
.
平
相
凶
稲
盛
の
末
子
一
一
一

洞
守
知
数
の
塚
あ
り
。
則
部
永
ご
年
此
既
に
て
木
曾

勢
と
職
ひ
討
死
あ
り
し
也
。
俗
に
兜
塚
と
い
へ
り
。

い
か
ど
。
山
際
古
木
の
松
の
下
に
あ
り
。
』
と
あ
る
。

本
文
に
い
ふ
塚
は
、
里
人
鍋
壌
と
も
い
ひ
、
考
古
泉

上
の
腕
爾
丸
塚
で
、
嘗
て
銅
鏑
を
出
し
た
こ
と
が
あ

る。

理
由
で
、
年
土
木
滋
に
附
し
た
も
の
が
あ
る
ρ
そ
れ

を
皆
祷
放
の
申
に
未
進
地
叉
は
宋
港
高
と
し
て
算
用

を
逢
げ
ら
れ
た
。
珠
洲
郡
妙
磁
寺
の
扶
持
高
ご
十
五

俵
の
知
念
は
寛
文
四
年
以
降
宋
準
と
し
て
居
る
と
貞

享
ご
年
の
醤
上
に
見
え
る
。

ミ
ス
ス
キ
ノ

εヤ
三
薄
宮
三
州
奇
談
に
、
河

北
郡
八
田
村
に
鈴
木
三
郎
璽
家
の
塚
が
あ
る
。
五
代

の
孫
新
九
郎
百
姓
と
な
り
、
湖
遜
に
飽
を
得
た
が
、

こ
の
鰭
化
し
て
新
九
郎
の
委
と
な
り
、
そ
の
後
死
飽

を
残
し
て
筒
宮
に
去
っ
た
。
新
九
郎
之
を
か
の
塚
に

埋
め
、
己
も
亦
死
し
て
こ
L
に
葬
ら
れ
た
。
後
務
が

大
に
生
茂
っ
た
の
で
、
里
人
そ
の
塚
を
呼
ん
で
三
抑

の
宮
と
脱
し
た
と
記
す
る
。

ミ
ス
ダ
キ
簾
溜
江
沼
郡
大
内
に
在
る
。
江
泊

志
稿
に
ま
た
水
澗
と
も
講
ず
る
。
高
さ
一
丈
許
。
水

流
岩
盤
に
添
う
て
垂
餓
の
如
く
で
あ
る
か
ら
名
づ
け

た
と
も
、
叉
は
大
内
の
邑
名
に
困
ん
だ
と
も
い
ふ
。

大
型
寺
滞
侯
前
聞
利
直
の
詠
に
、
『
か
L
る
と
は
知

ら
で
今
ま
で
み
す
澗
の
か
へ
る
さ
わ
す
る
秋
の
タ
ぐ

れ。』ミ
ス
テ
ダ
カ
見
鎗
高
滞
政
時
代
に
、
海
岸
の

新
開
地
が
崩
壊
し
て
到
底
復
笛
の
見
込
が
な
い
時
、

そ
の
村
の
高
か
ら
之
を
削
除
す
る
如
き
を
い
う
た
。

見
捨
高
は
新
聞
に
の
み
限
。
、
古
聞
は
そ
の
地
の
存

在
せ
ざ
る
に
歪
つ
で
も
、
決
し
て
之
を
見
館
高
に
し

な
か
っ
た
。
一
に
返
特
高
と
も
縛
す
る
。

ミ
ス
ミ
フ
ウ
ゾ
ゥ
=
一
角
鳳
欝
河
北
部
二
日
市

の
践
抽
問
屋
叉
三
郎
の
子
。
初
名
庄
左
衛
門
。
諒
は

正
中
。
天
明
四
年
八
居
生
ま
る
。
文
化
七
年
二
月
務

の
足
酪
と
な
り
、
江
戸
に
往
く
こ
と
敏
次
、
本
多
利

明
に
就
い
て
測
踏
街
の
皆
俸
を
得
、
文
政
五
年
金
得

分
間
地
闘
作
製
の
こ
と
に
奥
り
、
天
保
十
四
年
九
刃

か
ら
能
登
海
岸
の
測
置
に
従
ひ
、
安
政
五
年
七
周
返


